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編集後記 Editor’s Postscript

本特集を編集しているさなかの 1月後半，ビッグニュースがとびこんできた。中央社会保険医療協議
会（中医協）において公認心理師が実施する認知療法・認知行動療法の保険適用が審議され，承認され
る運びとなったという。同時に看護師によるCBT実践の幅も広がった。これは立法，行政，各民間組織
のすべての関係者が尽力された結果だが，筆者は個人的に，丹野義彦先生，藤澤大介先生，鈴木伸一先
生のお名前を貢献者の代表として挙げて，深く感謝したい。ただし，公認心理師の保険適用は「みんな
のCBT」に向けた一歩であり，一部に過ぎない。CBTに関する中医協の審議が「質の高い精神医療の評
価」に含まれていることからも，日本のCBTの質が国民から本格的に問われる段階に入ったといえる。
2050 年の日常臨床で行われているCBTが，現在よりも質が向上し，社会実装が進んでいることを大い
に期待したい。本特集で示されたCBTの研修方法，新しい技法と新しい領域への適用，人材育成の方法
が国民の健康と福祉に貢献できるよう，25 年後に向けて精進を続けたいと思う。� （石垣琢麿）
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